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英語受動態の指導について
　
藤本　和子
1.  現行の『中学校学習指導要領』(2008) における文法の扱いについての記述に
は、「文法については，コミュニケーションを支えるものであることを踏まえ…」、
「文法事項の取扱いについては…実際に活用できるように指導すること」（各言
語の目標及び内容等 2 内容（4）言語材料の取扱い）などがある。英語指導におい
て、コミュニケーションに役立つ実践的な文法力の養成が求められていることは
いうまでもない。本稿では、学習指導要領に挙げられている文法事項のうち、受
動態に焦点をあて、学習者が円滑なコミュニケーションを図ることができるよ
う、受動態について何を指導するとよいのかについて考察してみたい。受動態
は、「受け身」として、中学校で指導されるべき言語材料の文法事項の中に挙げ
られている。 
1
本稿では、1) 受動態の用法について何を指導すべきかについて述べ、
2) ELTの文法教材と学習者レベルをもとに、学習レベルに応じた受動態の指導内
容を考察し、3) 中学校英語検定教科書（全6社）の受動態の導入法について比較
調査することにより、受動態指導の留意点を示唆することを目的とする。
2.  受動態の従来の指導法の問題点について、Granger (2013: 5)には以下のように
ある。
For a long time – and still today in some cases – descriptions of passive structures 
were primarily based on intuition and the focus was mainly, if not exclusively, on 
the structural aspect of the passive, i.e. the active-passive transformation (the local 
1 本稿では、『中学校学習指導要領』の記述に沿った箇所以外では、「受け身」ではなく、「受動態」
という用語を使用する。
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authority built the house / the house was built by the local authority) . . .
　この記述から、従来、能動態と受動態の指導においては、両者の形態の書き換
えや言い換えに指導の重点が置かれていたことが分かる。能動態と受動態の変換
練習は、学習者が受動態の形態を学ぶには役立つかもしれない。しかしながら、
受動態の形態を習得するのみでは、実際のコミュニケーションの中で受動態を
効果的に用いることはできないであろう。Celce-Murcia and Larsen-Freeman (1999: 
355)も、このような従来の能動態と受動態の形態の違いについての教授にとどま
る指導法を批判し、能動態と受動態のそれぞれの形態が用いられる理由があるこ
とについて次のように述べている。
Early transformational grammar accounts and many ESL/EFL texts tended to treat the 
passive voice as if it were a syntactic variant of the active voice. We have attempted 
to argue against this characterization of the passive. In fact, use of the two voices is 
motivated by different reasons. . . . [I]t is misleading to students to present the passive 
as if it were derived from the active voice.
　受動態の指導では、受動態の形態についてのみではなく、どのような場合に受
動態を用いるとよいのか、つまり、‘how to form the passive’のみでなく、‘when to 
use the passive’について指導を行うことが必要であるといえよう。
3．能動態と受動態は何が異なるのだろうか。受動態について、受動態が用いら
れる理由を見てみよう。
3.1  主要な文法書を比較すると、受動態が用いられる場合について、明確な記述
の一致が見られる。つまり、能動態と受動態では、行為者について、話し手や書
き手の情報提示の仕方が異なる。例えば、Biber et al. (2002: 166)は、‘ They [Passive 
verb phrases] reduce the importance of the agent of an action . . . ’と述べているが、こ
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のことは、Celce-Murcia and Larsen-Freeman (1999: 347)の‘[T]he passive “defocuses” 
the agent’.と一致する。さらに、Celce-Murcia and Larsen-Freeman (1999: 347)は、
これを受動態の‘core meaning’としている。そして、‘focus’をキーワードとするな
らば、Hands (2011: 406)は、受動態の使用について以下のように記述している。
[Y]ou could report the same event by using an active form of a verb, as in The dog has 
eaten our dinner or by using a passive form of a verb, as in Our dinner has been eaten 
by the dog, depending on whether you wanted to focus on the dog or your dinner.
　Hands (2011: 405-406) によると、同じ出来事について述べる場合でも、the 
dog に焦点を置くならば、能動態のThe dog has eaten our dinner が用いられ、our 
dinner に焦点を置く場合には、受動態の Our dinner has been eaten by the dog が
用いられることになる。Folse (1999: 243-244)では、能動態の文の主語について、
‘topic’という表現を用いて説明している。Folse (1999: 243)の以下の例文を見て
みよう。
　1.  The people of France gave the Statue of Liberty to the United States.
　2.  Leonardo da Vinci painted the famous Mona Lisa.
　3.  We will make a decision about our trip soon.
　4.  The people reelected George Washington for a second term in 1792.
　5.  The Statue of Liberty was given to the United States by the people of France.
　6.  The famous Mona Lisa was painted by Leonardo da Vinci.
　7.  A decision about our trip will be made soon.
　8.  George Washington was reelected for a second term in 1792.               （下線筆者）
　Folse (1999: 243-244) によると、能動態の用例 (1)-(4) では、‘the most important 
topic’は、‘the person or thing that is doing the action (the “doer” of the action)’（「行為
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者」）であり、いずれも下線を付した文の主語が、‘the agent of the action’である。
一方、受動態の用例 (5)-(8)では、下線部の主語は、‘the agent of the action’ではな
く、‘the person or thing that “receives” the action of the verb’（「行為の受け手」）で
ある。これらのことから、受動態と能動態は、「行為者」への言及の仕方が異な
る表現であることが分かる。
3.2  受動態の文中でのby + agent phraseの有無について見てみよう。Folse (2009: 
244-245) は、受動態の文中の by + agent phrase の使用について、‘You should not 
name the agent when it is not new information or when the agent is not important’  
(p.244). と述べ、3.1 の受動態の例文 (8) において、ここでは、能動態の用例 (4)
の主語であった the peopleを用いたby + agent phrase付きの (9)のような用例は、
‘unconventional’であるとしている。つまり、大統領が人々つまり、国民によっ
て選ばれるのは当然であり、by the peopleはnew informationを伝えておらず、省
略しうると述べている。
　9.  ? President Washington was reelected by the people for a second term in 1792.
（下線筆者）(Folse 2009: 245)
　受動態の文中にby + agent phraseが用いられる頻度について、Leech (2001: 6)、
及びBiber et al. (2002: 167)のコーパスデータ分析によると、by + agent phraseが
用いられない受動態 (‘short passives’, ‘agentless passives’) のほうが、by + agent 
phraseが用いられる受動態 (‘long passives’) よりも、頻度が6倍高い。この頻度情
報をもとに、Leech (2001: 6)は、受動態の指導について以下のように提案をして
いる。
The ‘short passive’ without agent is structurally simpler, and this would lead one to 
suppose that it is easier to learn how to use [sic] than the ‘long passive’ with agent. 
This suggests that, contrary to what is often assumed, the short passive should be given 
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teaching priority over the long passive, on grounds of both frequency and learnability.
　これは、受動態の文で行為者が言及されない頻度のほうが高いことと、by + 
agent phraseが使用されない形態のほうが短く、学習者には、学びやすいことから、
受動態の指導においては、by + agent phraseが付かない形態を優先的に教授する
指導法である。Leech (2001: 6)の指導法の提案に従うならば、受動態の指導にお
いて、by + agent phraseの使用においては、「どのような場合に受動態の文におい
てby + agent phraseが用いられないか」ではなく、「どのような場合に受動態の文
においてby + agent phraseが用いられるか」という観点からの指導がなされる必
要があるだろう。
　前者の「どのような場合に受動態の文において by + agent phrase が用いられ
ないか」については、多くの文法書や文献において記述が見られる。ここでは、
Hands (2011: 406)の記述を紹介しよう。
　a.  because you do not know who or what the performer  
2
is
He’s almost certainly been delayed.
The fence between the two properties had been removed.
　b.  because it is not important who or what the performer is
I was told that it would be perfectly quiet.
Such items should be carefully packed in boxes.
　c.  because it is obvious who or what the performer is
She found that she wasn’t being paid the same salary as him.
. . . the number of children who have been vaccinated against measles.
　d.  because the performer has already been mentioned
His pictures of dogs were drawn with great humour.
The government responded quickly, and new measures were passed which strengthened 
2 同書第2版では、‘performer’ではなく、‘agent’が用いられていたが、第3版では‘performer’が用い
られている。学習者が用語を理解しやすいようにとの教育的配慮であろう。
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their powers.
　e.  because people in general are the performers
Both of these books can be obtained from the public library.
It is very strange and has never been clearly explained.
f.  because you do not want to say who performed an action, or you want to distance 
yourself from your own action.
The original has been destroyed.
I’ve been told you wished to see me.                                                              （下線原典）
■
　これらのby + agent phraseが用いられない理由を見ると、行為者が不明である、
重要ではない、明瞭である、すでに言及されている、一般の人々である場合や、
行為者について言及を避ける場合であることが分かる。いずれの場合も、行為者
に焦点が置かれない場合である。
　次に、「どのような場合に受動態の文においてby + agent phraseが用いられる
か」について、Biber et al. (2002) と Downing and Locke (2002) をもとに、「情報
の流れの原則 (the information-flow principle)」、「文末焦点の原則 (the end-focus 
principle)」そして「文末重心の原則 (the end-weight principle)」の観点から見てみ
よう。
　英語は、通例、旧情報 (given information) から新情報 (new information) へとい
う情報提示の流れの原則を持つ。つまり、話し手と聞き手、あるいは書き手と読
み手の間の暗黙の了解である旧情報が、文のはじめのほうに、そして、新しく重
要な情報が、文の後方に置かれるという原則である。次の対話を見てみよう。
10.  A. Where did you get that silver bangle?
       B. It was given to me by my BOY-friend.　　　  (Downing and Locke 2002: 252)
　(10B)において、Itは that silver bangleのことであり、ここでは旧情報を表して
おり、by my BOY-friendにより、新情報である行為者が表されるとともに、文末
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焦点の原則が働いている。 
3
 さらに、例文 (11)のように、行為者が長い場合、長
いものは文の後方へという文末重心の原則が働き、受動態が用いられ、by + 
agent phraseによって行為者が表される場合がある。
　11.  The front seats were filled by members of the families of the victims.
(Downing and Locke 2002: 253)
　新情報は重要な情報を伝達するために、旧情報より長くなる傾向があるとされ
るが (cf. Biber et al. 2002: 169)、上記の3つの原則は互いに関連性があることが分
かる。これら3つの原則は原則であって、文法規則ではないことから、実際の英
語使用がこれらの原則に従わない場合も当然あるが、学習者が、典型的な英語の
情報伝達法を認識しておくことは非常に重要であると考える。
3.3 能動態と受動態の使用について、談話の流れにおける結束性の観点から考え
てみたい。円滑なコミュニケーションには、結束性を持つ一貫した発話や記述が
要求される。3.2の対話の例 (10)に見られるように、(10B)の主語 Itは、(10A)の
that silver bangleを受けており、結束性が保たれるとともに、旧情報から新情報
へと情報が流れていることが分かる。以下のDowning and Locke (2002: 256)の用
例 (12a)から (14c)を見てみよう。いずれも、(a)の後に、(b)よりも (c)が続くほう
が自然な流れとなる。
　12 a.  The Prime Minister stepped off the plane.
　12 b.  Journalists immediately surrounded her.
　12 c.  She was immediately surrounded by journalists.
3 Downing and Locke (2002: 252-253)によると、話し言葉では、‘pitch’や‘stress’が伴うので、(10B)の
ように受動態を用いなくとも、My BOY-friend gave it to me.のMy BOY-friendを強く発音することに
よって新情報を提示することができる。このことから、受動態は音声の伴わない書き言葉で効果
的に使用されうる。
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　13 a.  The Prime Minister stepped off the plane.
　13 b.  The wind immediately buffeted her.
　13 c.  She was immediately buffeted by the wind.
　14 a.  The Prime Minister stepped off the plane.
　14 b.  All the journalists were immediately greeted by her.
　14 c.  She immediately greeted all the journalists.
　
　(12c)と (13c)では、受動態が用いられ、(14c)では、能動態が用いられている
ことに注目したい。(12a)、(13a)、(14a)のThe Prime Ministerというトピックが、
(12c)、(13c)、(14c)において、Sheで受け継がれることにより、文と文に自然なつ
ながりがある。このことは、能動態と受動態の選択を考える上でも重要であると
いえよう。
　
3.4 次に、能動態と受動態のレジスター（言語使用域）別の使用頻度を見てみよ
う。Biber et al. (2002: 168) から抜粋した Figure 1 によると、受動態は、academic 
proseとnewsにおいて、conversationよりも頻度が高いことが顕著である。Fiction
は、書き言葉と話し言葉の両方の性質を持っている。受動態の頻度が、academic 
proseとnewsにおいて高い主たる理由の一つに、行為者の明示の必要性の低さが
関係している。一方、conversationでは、行為者の行動について述べるために能
動態を用い、行為者を主語として明示する傾向がある。
3.5 ここまで、文献の記述に従って、能動態と受動態の違いや、どのような場合
に受動態が使用されるのかについて論じてきた。受動態の使用の目的は、「焦点
移動」によって行為者に焦点をあてないことである。ただし、行為者が新情報と
して言及される必要がある場合には、by + agent phraseによって表される。受動
態の文では、by + agent phraseが用いられない頻度のほうが高い。受動態、そし
て、受動態の文にby + agent phraseが用いられる場合については、「情報の流れ」、
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「文末焦点」そして「文末重心」の原則から述べた。さらに、「情報の流れ」の
法則には、談話の流れから見る「結束性」が関係していることにも触れた。ま
た、受動態は、話し言葉よりも書き言葉において頻度が高いことについて見た。
なお、本稿では、「焦点移動」という表現を用いる。3.1において、Celce-Murcia 
and Larsen-Freeman (1999: 347) は、‘[T]he passive “defocuses” the agent’. のように、
‘defocus’という表現を用いており、これは、「…の焦点をぼかす」の意味である
が、受動態の文で、行為者が、by + agent phraseで表され、重要な新情報を伝え
る場合もあることを考慮して、本稿では、「焦点移動」という表現を用いること
にした。
4. 第3章にもとづき、受動態の使用について指導すべきこととして、ここでは、
「焦点移動」、「by + agent phraseの有無の頻度情報」、「レジスターについての頻
度情報」の3つに注目をしてみよう。第1章で述べたように、『中学校学習指導要
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(Biber et al. 2002: 168)
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領』において、受動態（受け身）は中学校で指導する文法事項の中に挙げられ
ている。本章では、「焦点移動」、「by + agent phraseの有無の頻度情報」、「レジス
ターについての頻度情報」が、学習者のどのレベルで指導されるべきかヒントを
得るべく、ELTの文法教材を参考にしながら考察してみよう。ここでは、Basic、
Intermediate、Advancedの3つにレベル分けをされたOxford Practice Grammar  (以
下OPG)の記述を分析する。
　OPGの3つのレベルが対象とする学習者のCEFRレベルは、OPG Basicは、A1
から B1 レベル、OPG Intermediate は、B1 から B2 レベル、OPG Advanced は、C1
からC2レベルである。CEFRレベル、OPGの対照とする学習者レベルと日本の
学生の英語レベルの対照目安はTable 1のようになる。 
4
 OPG Basicが、日本の中
学生から高校生レベルに渡っていることが分かる。
Table 1: CEFRレベル目安
CEFR 学生 OPG
A1 小学生～中学生 Basic
A2 中学生～高校生 Basic
B1 高校生 Basic/Intermediate
B2 高校生～大学生 Intermediate
C1-C2 大学生以上 Advanced
　OPGの3つのレベルの受動態についての記述を分析することにより、受動態の
何について、どのレベルで指導すべきか、一つの参考としたい。Table 2は、「焦
点移動」、「by + agent phraseの有無の頻度情報」、「レジスターについての頻度情
報」がOPGの3つのいずれのレベルで扱われているか調べた結果をまとめたも
のである。
4 「ヨーロッパ言語共通参照枠 (CEFR) – ブリティッシュ・カウンシル」2015 British Council日本 . 
Available at https://www.britishcouncil.jp/sites/default/files/jiao_cai_nonan_yi_du_tocefrying_yu_li_jian_di
ng_shi_yan__0.pdf (accessed 30 Dec 2015)参照。
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Table 2: OPGにおける受動態の記述
OPG Basic OPG Intermediate OPG Advanced
焦点移動 ＋ ＋ ＋
by + agent phrase
の有無の頻度情報 (+) ＋ ＋
レジスターについて
の頻度情報 － ＋ ＋
+は、記述があることを、－は、記述が無いことを表す。(+)は、関連した記述がある
ことを表す。
　Table 2によると、能動態と受動態の「焦点」の違いについては、3つのすべて
のレベルで説明がなされている。このことからも、能動態と受動態の違いとして、
前者では、「焦点」が主語である行為者に置かれるのに対して、受動態では、行
為者が重要ではないなどの理由で言及されないか、あるいは、行為者について述
べる必要がある場合には、それをby + agent phraseによって表すことは、学習者
に指導すべき重要な点であるといえよう。「by + agent phraseの有無の頻度情報」
について、OPG Basic、OPG IntermediateとOPG Advancedの記述は、受動態の文
で、どのような場合に行為者が言及されるかという観点から記述がなされている。
OPG Basicには、by + agent phraseが付く場合とそうでない場合の頻度の違いに
ついての明確な情報は掲載されていないが、 OPG Intermediateには、‘In a passive 
sentence, we sometimes mention the agent (the person or thing doing the action). We use 
by with the agent’ (下線筆者 ) (p. 134). 、OPG Advancedには、‘In passive sentences, 
we don’t usually mention the agent’ (下線筆者 ) (p. 64).という説明があり、受動態
の文において、by + agent phraseが付かない場合のほうが通例であることが分か
る。「レジスターについての頻度情報」は、OPG IntermediateとOPG Advanced に
記述がある。OPG Intermediateには、受動態の頻度は、話し言葉と書き言葉では、
書き言葉においてより高いことや、ニュースレポートにおいてもよく用いられる
ことなどが述べられている。OPG Advancedでは、受動態は、一般的な情報を個
人の感情を入れないで伝えるあらたまった書き言葉で用いられる傾向にあること
などが述べられている。OPG IntermediateとOPG Advancedから、それぞれ記述を
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引用しておこう。
We use the passive in both speech and writing, but it is more common in writing. We 
see it especially in textbooks and reports. We use it to describe activities in industry, 
science and technology, and also for official rules. . . . The passive is also often used in 
news reports.   　　　（下線筆者）(OPG Intermediate: 134)
We often use passives when general information is presented in an impersonal way 
(not intended for a particular person). For example, passives are often used in rules and 
warning notices, in descriptions of procedures, especially in research reports, and other 
types of formal written reports where personal reference (I, we) is typically avoided. . . . 
We can use passives when we want to avoid personal commands and to avoid implying 
that we are only talking about ourselves or our personal actions.
（下線筆者）(OPG Advanced: 62)
　「焦点移動」、「by + agent phrase の有無の頻度情報」、「レジスターについて
の頻度情報」の 3 つの項目をすべて扱っているのは、OPG Intermediate と OPG 
Advanced であることから、受動態は、Basic レベルで導入され、Intermediate、
Advancedレベルにおいて、「焦点移動」、「by + agent phraseの有無の頻度情報」、
「レジスターについての頻度情報」などを統合的に取り入れて指導が行われる文
法項目であるといえようか。つまり、Table 1では、CEFR A1レベルは、小学生
からとなっているが、2016年現在の日本では、まだ小学校で英語が教科となっ
ていないため、受動態が、中学校で導入された後、高校、大学レベルに渡って
指導することになる。受動態の指導がBasicレベルで容易にすまされるものでな
いことは、CEFRレベルとOPGの3つのレベルの文法書の説明内容及び、Folse 
(2009)の次の記述からも明瞭であろう。Folse (2009: 250-251)は、‘Passive voice is 
not for beginners. . . . Passive voice is often taught in intermediate classes’.  と述べてい
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る。 
5
　「焦点移動」、「情報の流れ」、「文末焦点」そして「文末重心」は、互いに関連
するといえよう。例えば、OPG Intermediateでは、by + agent phraseによって行為
者が表される場合について、‘The new information about the subject comes at the end 
of the sentence’ (p. 132).のように、新情報が文末に置かれることを明確に述べて
いる。さらに、OPG Intermediate は、文脈の中で、能動態と受動態の使用の違い
を説明することにより、文が何について述べられているのかということや、新情
報が文末に置かれていることを説明するために、能動態が用いられた用例 (15)と、
受動態が用いられた用例 (16)を比較している。
15. Alexander Graham Bell
A British inventor who went to live in Canada and then the USA. Bell invented the 
telephone.
16. Telephone
An apparatus with which people can talk to each other over long distances. The 
telephone was invented by Alexander Graham Bell.
（下線筆者）(OPG Intermediate: 132)
　(15)はBellについて、(16)は the telephoneについて述べられており、新情報は、
(15)では the telephoneであり、(16)ではBellである。さらに、文脈の中で、能動
態と受動態のいずれを用いるかについて、OPG Intermediateのテスト (p. 143) に
おいて、談話における旧情報と新情報の提示の仕方、結束性を問う練習問題が掲
載されている。以下に2例のみ紹介する。
17.  Our neighbours have got a cat and a dog.
5 ただし、Folse (2009: 250-251)は、学習者のレベルを、beginning、intermediate、upper-intermediate、
advancedのように、upper-intermediateを入れた4レベルに分けている。
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a) A lot of mice are caught by the cat.  b) The cat catches a lot of mice.
18.  Last night Martin dreamt he saw his dead grandmother.
a) A white dress was being worn by the ghost.  b) The ghost was wearing a white 
dress.   　          （下線筆者）(OPG Intermediate: 143)
　(17)と (18)において、選択肢に能動態と受動態が与えられており、いずれも
b)の能動態の文が、第1文に後続する。(17)では、第1文中のa catが、b)におい
てThe catのように旧情報として主語で用いられ、(18)では、第1文中のhis dead 
grandmotherがb)ではThe ghostと言い換えられ、旧情報として主語として用いら
れている。このような練習は、学習者が、新情報と旧情報の提示の仕方を考えな
がら、談話の流れの中での能動態と受動態のいずれを使用するほうが、より自然
であるか理解するのに有意義であろう。
5. この章では、中学校の英語検定教科書（全6社）の受動態の記述について比較
分析を行う。
　第 2 章で見たように、日本の中学生レベルは、OPG では Basic であるので、
Table 2からすると、能動態と受動態の違いについて、少なくとも「焦点移動」
について指導することが1つの目安となるだろう。
　中学校の教科書名は匿名性とし、6社それぞれから出版されたものを、教科書
Aから教科書Fのように表示する。調査するのは、それぞれの出版社の第1学年
から第3学年の教科書合計18冊である。調査項目は、受動態がはじめて導入され
る学年及び、第4章の「焦点移動」、「by + agent phraseの有無の頻度情報」、「レジ
スターについての頻度情報」の3つに加え、教科書ではじめて提示されている受
動態の例文が、by + agent phrase付きのものであるか、そうでないかについても
調べてみよう。
　受動態がはじめて導入される学年は、教科書A、B、D、Eでは第2学年で、そ
のうち、教科書B、D、Eでは、第3学年の最初の課で受動態を復習できるよう編
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集されている。教科書C、Fでは第3学年である (Table 3参照 )。
Table 3: 受動態がはじめて導入される中学校学年
教科書A 教科書B 教科書C 教科書D 教科書E 教科書F
学年 2 2 3 2 2 3
　注目したいのは、受動態の導入の仕方は、6種類の教科書のうち、教科書Bを
除くすべての教科書において、はじめて受動態の文を例示する際に、それに対応
する能動態の文を併記していないという点である。さらに、6種類の教科書すべ
てにおいて、能動態と受動態の単なる書き換えや言い換えのような説明記述はな
されていない。日本の中学校の検定教科書においては、第2章のGranger (2013)
とCelce-Murcia and Larsen-Freeman (1999)で指摘されたような従来の受動態指導
の問題点が考慮され、改善されているといってよいのではないだろうか。ただし、
能動態と受動態の違いを説明する際には、能動態と受動態の文を比較して、両者
は何が異なるのかについて説明することも、能動態と受動態の違いについて、学
習者の理解を助けることも否定できないであろう。6種類の教科書に共通して見
られる受動態の説明記述には、例えば、「『～される』、『～されている』というと
きは、『be動詞 + 過去分詞』で表す」のような日本語の意味とともに受動態の形
態の紹介がある。
　Table 4 は、第 4 章で、OPG のレベル別に分析した「焦点移動」、「by + agent 
phraseの有無の頻度情報」、「レジスターについての頻度情報」の扱いについて
である。OPGのBasicレベル（中学生から高校生対象）で扱われていた「焦点移
動」は、6種類の教科書のうちの半数、つまり、教科書B、D、Fで説明がなされ
ている。「焦点移動」は、能動態と受動態の違いの重要な点であり、今後、すべ
ての中学校の教科書で説明がなされてもよいのではないかと考える。「by + agent 
phraseの有無の頻度情報」については、いずれの教科書も、受動態にby + agent 
phraseが付く文と付かない文のどちらの頻度が高いのかについての記述は見られ
ない。教科書B、D、E、Fの、行為者に言及したり、行為者を明示するときや
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強調するときには、by + agent phraseが用いられるといった記述や、教科書B、D、
Fの、by + agent phraseが用いられない場合として、行為者が不明な場合や、明
示する必要がない場合といった説明にとどめられている。今後、Leech (2001)や
Biber et al. (2002)のby + agent phraseが付かない受動態がby + agent phrase付きの受
動態よりも頻度が高いといった頻度情報が掲載されてもよいのではないだろうか。
「レジスターについての頻度情報」については、OPG Intermediateレベル以上で
扱われていたが、いずれの中学校教科書にも明確な記述説明はなされていない。
Table 4: 中学校英語検定教科書における受動態の記述
教科書A 教科書B 教科書C 教科書D 教科書E 教科書F
焦点移動 － ＋ － ＋ － ＋
by + agent phraseの
有無の頻度情報 － (+) － (+) (+) (+)
レジスターについての
頻度情報 － － － － － －
+は、記述があることを、－は、記述が無いことを表す。(+)は、関連した記述がある
ことを表す。
　Table 5は、教科書においてはじめて紹介される受動態の例文（本文中ではなく、
文法説明のために提示された初出の例文）が、by + agent phraseが付いたものか、
そうでないものであるのか調査した結果である。教科書C以外の教科書では、by 
+ agent phraseが付いていない用例が最初に提示されており、受動態の文において、
by + agent phraseが付かない頻度のほうが高いという言語事実を反映していると
いえようか。教科書Cのみが、by + agent phrase付きの例文を最初に提示すると
ともに、Table 4で見たように、教科書Cには、「by + agent phraseの有無の頻度情
報」について、あるいはそれに関連する記述がないが、今後、by + agent phrase
の使用頻度についての説明が取り入れられてもよいのではないだろうか。参考ま
でに、『中学校学習指導要領解説』には、「受け身は，以下のようなものを指導す
る」として、以下の5つの例文が提示されている (Judo is enjoyed by many people 
in the world./English is spoken around the world./This machine was made in France./A 
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new gym will be built here./We will be given new textbooks next year.)。ここでは、by 
+ agent phraseが付いた例文が最初に挙げられているが、受動態が用いられる目的
やby + agent phraseが用いられる理由や頻度を考えれば、教科書Cを除く5種類の
教科書のように、by + agent phraseが付かない用例から導入し、どのような場合
にby + agent phraseを用いて行為者が表されるのか説明するほうが、実際の英語
使用を反映した指導法であると考える。
Table 5: 中学校英語検定教科書における受動態の例文中のby + agent phrase
教科書A 教科書B 教科書C 教科書D 教科書E 教科書F
第1番目の例文にby 
+ agent phraseが用
いられている
✓
該当する教科書に✓を入れている。
　その他、OPG Intermediate でなされているような、文脈の中で能動態と受動
態の使用について説明する指導法も重要であろう（第4章）。中学校教科書では、
教科書D (2年生用教科書p. 120)において、(19)と (20)のように、それぞれ関連あ
るいは、連続する2文を用いて、受動態の文が「視点」の観点から説明されてい
る。つまり、受動態の文は、「行為の受け手」の視点から出来事や行為について
述べることが説明されている。
19.  Your son broke my kitchen window this morning. Look, this window was broken 
by your son.
20.  I bought this picture yesterday. It was painted by a young painter. （下線筆者）
　学習者のレベルと学習負担を配慮しながらではあるが、(19)と (20)において、
なぜ第2文で受動態が用いられているのかについて学習者に考えさせることによ
り、結束性や談話の流れの指導にもつなげていくことができるであろう。(19)で
は、第 1 文の my kitchen window が、第 2 文で this window で、(20) では、第 1 文
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の this pictureが第2文において Itで受けられ、第2文の主語が旧情報を伝えている。
つまり、それぞれの第2文において、受動態を用いることにより、結束性や談話
の流れが保たれている。 
6
6.　受動態の指導内容については、その他、受動態と時制、受動態と助動詞、受
動態をとりやすい動詞と、とりにくい動詞、get + 過去分詞の用法、過去分詞と
形容詞の区別など指導すべき事柄が多くあることはいうまでもない。
　コーパス言語学の研究の成果により、会話や学術論文等のようなレジスター
（言語使用域）の違いによる受動態の使用頻度や、受動態をとりやすい動詞、と
りにくい動詞などの情報が、文法書や文献に掲載されるようになっている。本
稿では、中学校の教科書に限定して調査をしたが、高等学校から大学までのカリ
キュラムの中で、受動態は、初級学習者から上級学習者まで、十分な、かつ実用
的な指導がなされる必要がある文法事項といえよう。
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